
 

令和５年度 学校自己評価中間報告 

石川県立七尾特別支援学校珠洲分校 

重点目標 具体的取り組み 主担当 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果・課題）及び後期の扱い 評価 

１ 
授業実践力の向上 

(教科指導の充実) 

各部で教科学習の授業シ

ートをもとに授業検討会

をして、授業ビデオをも

とに事後に改善について

整理会を行う。PDCAサイ

クルで実践力の向上を目

指す。 

 

教務課 

(研究) 

授業づくりのPDCAサイクルが機

能し、教科指導の充実に結びつ

いたと実感した教員の割合が 

Ａ：８０％以上である。 

Ｂ：７０％以上である。 

Ｃ：６０％以上である。 

Ｄ：６０％未満である。 

授業づくりのPDCAサイクルが機能し

、教科指導の充実（指導案検討等）

に結びついたと実感した教員の割合

が 

 

７８％であった。 

各部ごとに「指導案検討」を中心に研究が行われてお

り、教員へのアンケートにより教科指導の充実に結びつ

いたと感じているという結果になっている。ただ、実践

を行い、整理会や改善授業へと結びついておらず、後期

は、実行・評価・改善のタイムスケジュールを決め、し

っかりと研究をすすめ、それにより教員自身の教科指導

の充実へとつなげていきたい。 

Ｂ 

２ 
地域社会との連携 地域にある長寿園、公民

館、保育園等との交流を

行い、児童が色々な人と

関わる経験を積めるよう

にする。 

小学部 交流の前後で児童が主体的に活

動していたかなどの変容が３段

階評価で「とても見られた」「

見られた」と答えた教員の割合

が 

Ａ：８０％以上である。 

Ｂ：７０％以上である。 

Ｃ：６０％以上である。 

Ｄ：６０％未満である。 

３段階評価で「とても見られた」「

見られた」と答えた教員の割合が、

１００％であった。 

小学部では、公民館の方との花植え、地域の保育園と

の交流、地域でのりんご狩りを行った。また、昨年度よ

り継続して、地域の方による読み聞かせを１、２か月に

一度行っている。保育園との交流では、初めは緊張して

いる様子だったが、ペアや集団での活動を通して、園児

と手を繋いだり、自分から声をかけたりといった主体的

な姿が徐々に見られるようになった。後期の長寿園との

交流では、意欲的に発表したり、自分から相手に関わっ

たりする姿を目指していきたい。 

Ａ 

中学部では、公民館交流

や里山里海学習、高等部

では、地域での販売実習

や外部団体（里海研究所

、公民館、長寿園、など

）と連携した取組を実施

していく。また、新たに

駐在所や消防団、地域企

業の見学、保育所交流を

行っていく。 

中学部 

高等部 

３段階評価で「大変よかった」

と答えた教員の割合が 

Ａ：８０％以上である。 

Ｂ：７０％以上である。 

Ｃ：６０％以上である。 

Ｄ：６０％未満である。 

３段階評価で「大変よかった」と答

えた教員の割合が 

中学部では６回  ８３％ 

高等部では２回 １００％ 

中学部では、公民館と関わる活動が２回、その他、キ

ョーワの工場見学や駐在所訪問など地域社会と関わる校

外学習を行った。活動の内容が「大変よかった」と答え

た取り組みの割合が８３％だった。これは、生徒が地域

を知る、生徒自身の活動が地域とつながっていると実感

できる取組であったため、このような結果になったと思

われる。今後も、里山の学習や保育所交流などを予定し

ている。 

高等部では、すず分校祭での販売活動や音楽発表に向

けてピアノ講師を招いた授業を行った。特にピアノ講師

を招いた授業では、生徒が熱心にピアノの伴奏に合わせ

て楽器演奏を行った。今後、里海教育や地域の外部団体

との交流を行っていく予定である。 

Ａ 

３ 
安心・安全な学校

づくり 

(メディア・ＩＣＴ

の適切な活用) 

全学部で、児童生徒の実

態に応じてメディアや 

ＩＣＴ機器の使用につい

ての情報教育を行う。 

全学部 メディア・ＩＣＴ機器の適切な

活用に関する授業を行った回数

が 

Ａ ８回以上である。 

Ｂ ７回である。 

Ｃ ６回である。 

Ｄ ５回以下である。 

メディア・ＩＣＴ機器の適切な活用

に関する授業を行った回数が 

 

１１回であった。 

 

教員に対するメディア・ＩＣＴ機器についてのアンケ

ートでは、「インターネットなどのルールやマナー」「

家庭での使い方」「情報モラル」について４回授業が行

われた。ただ、タブレット端末のアプリや、パソコンな

どの機器の使い方についての授業が７回であり、まだル

ールやマナーの学習には至っていない。今後は、更に児

童生徒の発達段階に応じて、メディア・ＩＣＴ機器を安

全に使っていく授業を行うことが求められる。 

Ａ 


